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介護福祉士養成課程における介護実習(以下実習とする)は、学生が学内の講義や演習で学

んだ理論と技術を実践の場において統合させ、利用者やその家族との関わりや専門職の他職種

協働の場に参画することで、専門職としての価値を築いていく重要な場である。実習に関して

は、実習施設と養成校の連携の必要性について、これまでも多くの研究で指摘されてきた。し

かし、先行研究において実習指導者側が連携は図れていると認識しているのに対し、養成校教

員では多くが図れていないと認識していることが示されている10

そこで、本研究においては、実習施設と養成校の認識のずれはどこから来るのか、両者の実

習における連携の捉え方について明らかにすることを目的とした。その結果、「実習指導者は実

習中に問題があれば連絡出来る関係を連携と捉えているが、教員は連絡と連携は違うと認識し

ていることJ、「情報の共有については学生の個人情報について、先入観からくる偏見などを考
えてどこまで伝えるべきか教員が慎重になっていること」などが示された。
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1.はじめに

1 研究の背景

平成21年、わが閣の高齢化率は22.7%と超高齢化にあり、今後も増加を続けることが予測さ

れている。それに伴い、高齢者に対する介護保険サービスの需要も拡大しており、社会福祉に

従事する者の確保については、国民的課題となっている。平成19年に告示された「福祉人材確

保の指針2Jおいて、厚生労働省は、人材育成としての実習では、将来を担う人材を育てていく
ことが、福祉・介護サービスや経営者の社会的評価につながるとし、縞祉・介護サーピス就業

を目指す学生を積極的に受け入れることが必要であると示している。介護福祉士養成教育にお

いては、平成20年にカリキュラムの改正が行われ、実習受け入れ施設には、実習指導マニュア

ルの整備や実習指導者に対して、実習施設指導者特別研修の受講を終了していることなど一定

の要件が謀せられた。しかしながら、実習の状況をみると実習施設の受け入れ体制は多梯であ

り、実習の内容も実習施設に委ねられている部分が多い。 津田 (2008)の調査結果によると、

9割の教員が施設実潤において教育的な而での差が大きいと回答しておりヘ実習環境の違いは

教育的な面での差につながることが示されている。

2 研究の目的

介護福祉士養成課程における実習は、学内の講義や演習で学んだ理論と技術を実践の場で統

合させることが目的である。学生が実践の坊において、利用者やその家族との関わりや専門職

の多職種協働の場而に参画することで、これまでの学びをさらに発展させ、専門機者としての

価値を築いていくことが目標であり、介護福祉士養成課程において重要な位置づけとなる。

実習の効果は、実習に至るまでの学内での事前学習や事後学習が重嬰であることは言うまで

もないが、実習指導施設側の指導体制や学生に対する意識が実習に大きく影響することも指摘

されているら宇野ら(却06)は、実習において学生の意欲をそこなわせる要因として f人間関

係Jをあげ、そのなかでも、最も影響を与えているのが「介諮職員の言動jであると述べてい
る二山下・尾台 (2005)も、学生が感じている実習のやりにくさの要因として、職員の忙しさ、

実習に対する無関心、指導者の不在などをあげている。一方、実習施設からは、通常の業務に

加えての実習指導に対する負担感や学生指導の困難さが示されている。これらを改善するため

の課題として、実習における、実習施設と養成校の連携の必要性が多くの先行研究で指摘され

ているGI80 

しかし、先行研究においては、連携の在り方の具体策までは明らかにされていなし、そこで、

筆者らは「介護実習における実習施設と養成校の連携とそのあり方」を明らかにするため、平

成20年に実習施設の指導者(以下 実習指導者とする)と養成校の教員(以下 教員とする)

を対象に調査を行った九その結果、約7割の実習施設の指導者が養成校との連携は図れている

と回答していたのに対し、教員は、 f連携は図れていなし、Jr実習施設によって相違があるJと、
回答しており、連携は図れていないと認識していることが示された九実習指導者と教員の連携
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に関する認識になぜこのようなずれが生じているのか、両者の連携の捉え方を明らかにするた

め、インタビュー調査のデータの中から、連携に関する語りに焦点を当て、分析を行うことと

した。

H.研究方法

1 .調査方法及び調査期間

実習施設の指導者と介護福祉士養成校の教員を対象とした。実習指導者は、「介護実習におけ

る養成校と施設との連携とそのあり方Jのアンケート調査11において、インタビューに協力可能

であると回答した者のうち、日程調整が可能であった15名を対象とした。教員は、縁故法によ

り抽出した実習指導及び実習巡回を担当する15名の教員である。本調査は、 2008年12月から2∞9
年3月に行った。

調査はインタビュー協力者(以下協力者とする)に対して事前に概要を伝え、協力者が指定

する場所へ調査者が訪問し、半構造化インタビューを行った。調査内容は、実習施設・養成校

ともに、①基本属性、②所属施設または養成校の概要、③実習巡回に関すること、④中間・最

終カンファレンスに関すること、⑤実習打ち合わせ会・報告会について、⑤カリキュラム改正

について、⑦実習施設と養成校の連携についての7項目を軸に、それぞれの内容に応じた項目

を設定した。インタビューの内容は、協力者に同意を得て、 ICレコーダーに録音したのち、文

章化を行った。協力者の属性は表 1.表2のとおりである。

表 1 実習指導者の属性

性別 施設種別 実習登録者か 役職・職種

男 特養 非登録者 統括部長

2 男 特養 登録者 ケアワーカー

3 女 特養 非登録者 生活相談員

4 男 特義 登録者 生活相談員

5 女 老健 登録者 看護師長

6 男 特養 非登録者 施設長

7 女 老健 非登録者 看護師

8 女 老健 非登録者 看護師長

9 男 特養 登録者 生活相談員

10 男 特養 登録者 生活相談員

11 男 特養 非登録者 施設長

12 男 特養 登録者 副施設長

13 男 老健 登録者 フロアリーダー

14 男 特養 登録者 生活相談員

15 女 特養 登録者 ケアマネジャー
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表2 義成校教員 回答者の属性

性別 養成技種別 教員歴 元資絡 現場経験 現場経験種別

女 短期大学 5 介護領祉士 あり 特養

2 女 専攻務 8 介護福祉士 あり 特養

3 女 専門学校 2 介護福祉士 あり 高齢絡設

4 女 大学 18 その他 あり 居宅介護

5 男 専門学校 9 介t軍縮祉士 あり 老健

6 男 専門学校 13 その他 なし

7 男 専門学校 6 介誕稲祉士 あり

8 女 短期大学 4 介護福祉士 あり 特養

9 女 専門学校 8 介緩福祉士 あり 居宅介護

10 女 大学 13 看護側 あり 病院

II 女 専門学校 6 介護福祉士 あり 特養・ヘルパー

12 女 短期大学 4 介護橘祉士 あり 特養

13 女 大学 6 介護福社士 あり 障害者施設

14 女 短期大学 3 介護衛祉士 あり 居宅介護

15 女 L!!期大学 2 介護福祉士 あり 高齢者・隊答者施設

2.分析の方法

分析の方法は、 Flick(l鈎4)のテーマ的コード化12の手法を参考にした。分析では、実習指導

者と教員の連携の捉え方を明らかにし、今後の連携のあり方を具体的に示すことを目的に、イ

ンタビュー内容の中から連携に関する発言に着目した。分析の手順は以下のとおりである。①

データの記録化として、 ICレコーダーで録音した内容を文章化した。②個別分析と して、デー

タの記録から連携についての語りに対して、意味内容ごとにコード化を行った。③カテゴリ ー

化として、個別のコードを重ね合わせながら、サプ・カテゴリーを作成した。④分析テーマの

作成として、サプ・カテゴリーと個別データを繰り返し検討し、分析テーマをカテゴリー化し

た。①分析として、分析テーマを用いて、サプ・カテゴリーをグループごとにテーマ的コード

化をした。 ⑥グループ聞の関連分析として、類似点や相違点、影響を及ぼす要因について分析

した。

3.倫理的配慮

インタビューは、協力者が回答しやすいように、協力者が指定する場所で行った。インタビ

ュー前に、インタビューの目的、回答したくないことには回答しなく てもよいこと、匿名性の

保税、秘密保持について説明し、同意書の記入を依頼した。また、 収集したデータは研究以外

には使用しないことを説明し哲約魯・を手渡した。
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m.結果

実習指導者と教員のそれぞれに対して、実習指導者は21の、教員は20のサプ・カテゴリーを

作成した。それらを連携が悶れていると感じている要素と連携-が図れていないと感じている要

素の2つを分析の視点として分類した。その結果、それぞれ7つのカテゴリーに振り分けられ

た(表3~6)。なお、インタビューの引用については、協力者の言葉を生かすため、できる限

り忠実に掲載した。語りが長い場合には、中途の省略を行った。

表3 連携が図れていると実習指導者が感じている要素

a)実習開始までの情報の共有

コード/インタビューの引用

「学生の情報については先入観をもってしまうなどのデメリットもあるかもしれ

ないので何とも言えないが、事前に情報があるとありがたい面もあるJ(1) i学
生の情報を最初に教えてもらった方が指導しやすい。最後に教わっても実践に

は役に立たない。最後の方で、 f実は…jと言ってこられることもあるJ(5) i個
人情報と言わればそれまでであるが、何か問題があるのであれば、せめて実習

指導者にだけは伝えてもらいたいと思うJ(10) 

学生のパーソナリテIr再実習を依頼される場合、 A校は再実習の学生を依頼するときはしっかりと学
イや課題 |生のことを説明し(略)実習の契約をするその問、先生も熱心に巡回し学生を

サポートしているJ(5) 

ニ報
リ
一
情

ゴ
一
人

テ
一
個

カ
一
の

プ
一
生

サ
一
学

養成校の思い f打ち合わせ会は法の改正の説明が多いが、どういうので悩んでいるのかという
ことを言ってもらえると、対応の方法もわかってくるのでそういったものがあ

ればよいJ(9) 

b)実習中の情報の共有

サプカテゴリー | コード/インタビューの引用

問題があればメールIr実習中は何か問題があれば電話で連絡したりしていますJ(1) r気になること
や電話で情報交換 |や巡回前に知っておいてほしいことは、事前に電話やファックスで伝えていま

すJ(3) (4) (10) i電話やメールで連絡を取るようにしている。情報交換が必要
な学生が増えてきた気がするJ(10) i受け入れている学校も少なくなってきて
いるが、先生方が熱心で、何かあればじかに話が出来る関係が出来ているJ(13) 
「何か問題があれば連絡してくださいと言われているJ(15) 

巡回時の情報交換 Ir巡回前や巡回後に教員と話をすることもあります。このことにより十分に情報
の共有は図れていると思いますJ(4) i教員との情報交換は巡回に来た時に一緒
に歩きながら、実習生の様子を話したりするJ(5) i巡回に立ち会えなくても、
先生とその後少し話したりできるJ(8) 

「巡回で、どういうことを話しているのかということを聞いておきたいという現

場の声があったJ(9) r巡回では教員の考えがわかるし、これからの実習指導の
方向が見えてくるため参加したほうが指導しやすいJ(10) 

指導内容の共有
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c)養成校との関係の形成

サプカテゴリー | コード/インタビューの引用

教員との個人的関係Ir先生から巡絡を入れてくれているし、而織もあるため取れているJ(2) r各学
校の担当の先生とは、仲良くしているJ(6) 

教員との関係性の形Ir実習の打ち合わせ会には先生の顔を見に行くだけでいいのではないか。学校が
成 |どういう ことを学ばせてほしいと思っているのかという ことや熱意を伝えて下

さればそれでいい(略)顔を見ることが一番J(2) r担当の先生ともっと話をで
きる場を砲やしたらいいと思うJ(6) r実習打ち合わせ会への参加や、巡回への
参加など、教員と顔見知りになることで意見交換がしやすくなると思うJ(10) 

相互の理解 r(打ち合わせ会や報告会では)どこの学校も怨衡を言い合うというか、お互い
の意見をいうだけで学生を育てるためにどうすればいいのか具体的に級を割っ

て話す機会が少ないのでは。その為にはコミュニケーショ ンが必要であるし、

お互いのことを知らなければいけないのではないかJ(11) 
困殺学生の受け入れIr困った学生がいるからお願いしたいと雷われることもあるので連携がとれてい

ると思うJ(6) 

d)実宮教育に対する意識

サプカテゴリー | コード/インタピューの引用

学生の課題速成のたIr学校と施設が一緒に学生を育てていくという資勢でお願いしたいJ(4) r学校
めの協働 |と一緒にやっているような関わりが大切。日頃からの関わりが持てているとこ

ろはう まくやれているJ(14) r駿員には常々言っていますが、生かすも殺すも
実習次第であるとも思います。互いの役制・領分を大事に尊重し学生を育てる

ことが出来ればと考えておりますJ(14) 
実習施設職員の成長Ir学生が成長する時聞を職員が共有できることは職員教育においても必要だと考

えていますJ(15) 

表4 連携が図れていないと実習指導者が感じている要素

e)養成校による遣い

サプカテゴリー | コード/インタピューの引用

教育方法 Ir記録についてはどこまで指導をしてよいのか戸惑うこともある(略)学校によ
って迎いがあるのでJ(1) r学校によって計画を立てるにしても微妙に違う、進
め方が…学校聞でもi!}式が違うJ(7) rl段階で達成すべき目標や、実習の内容
を具体的に示してほしいJ(8) 

評価基準が不明確 Irあまり先生も巡回に来ず、学生も熱心、さが足りない感じだったので、 それに見
合った評価をつけると単位認定が出来ないから評価しなおしてくれと学校から

クレームが来た(略)それなら最初から説明してくれたらよかったのにと思うJ
(5) r学校によって評価の仕方がパラパラである。]、つう"がなく..できた"
"できない"の極端になっているケースもあり、どこにつけていいのかわからな

いJ(9) r評価や再実習の基単も示してほしい、施設にお任せしますでは困るj
(11) rr洛として下さいjという学校もあれば、『ぎりぎりでも過して下さいJ
という学校もあります。どちらが学生のためになるのかはわかりませんが、先
生方は逃げないでいただきたいJ(14) 
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学生のレベル 「学校による特徴というといいが、施設側からみると特徴というより、 学校によ

って力量というかレベルに差がある。実習期間や大学、短大など、どうしても

時期の問題もあると思うがその差が大きすぎる。どのレベルに合わせればいい

のかなどはわかりにくいJ(11) 

f)教員に対する不信感

サプカテゴリー | コード/インタビューの引用

学生を把握できていIr最近の学生は心に問題を抱えた人が多いように思います。(略)学校側が把握
ない |しているのかどうかさえ疑問なこともありますので、学生をよく見ていただき

たいJ(4) r学生のことをどれだけ学校が把握しているのかは疑問である。介護
福祉士としての適性や資質について見極めてもらいたいJ(10) r巡回教員の方
が十分学生を理解していない場合もあります。学生の意見としても出ているJ
(15) 

施設への不理解 Ir教員によっては学生を育てたい思いは理解できるが、施設への協力という点で
の意識が薄い人もいる。たとえば施設批判や現場をわかっていない人…。最近

そういう人も減っているが、そういう人とはやりにくいJ(11) 

巡回に対する姿勢 Ir学校で決められているので、週何回来なければいけないといった感じでこられ
ている先生もいるJ(12) rこちらが指導していても、褒めちぎる先生がいる。
結果、学生が天狗になり手をつけられなくなることも。巡回指導としての意味

合いを履き違えている教員の方もおられるように思いますJ(14) 

教員聞の連携不足 Ir巡回に来られる先生が毎回違った。こちらも初対面の先生にどの程度までお話
ししていいのか迷うJ(8) r同じ学校でも複数の教員が来ることがある。そうな
った場合、すべて教員同士情報を共有されているわけでもなく、うまく伝わら

ない時がある。最初に連絡された先生と巡回の時の先生とが違う時に伝わって

いない時があるJ(9) 

g )職場内の環境

サプカテゴリー | コード/インタビューの引用

実習受け入れに対しIr実習生に対して、担当にあたっていなくても否定的な職員もいるJ(1) iカン
て否定的 |ファレンスはどうしても時聞がかかる。そうなると時間外にすることが多 ¥;¥0

時間内にでは他の職員の目が気になるJ(1) r途中で資格を取った人は実習生に
対してマイナス的なイメージをもっていて、実習生が来ると業務が遅れるとか、

手がとられるとかマイナスとして考えたるするJ(11) 

養成教育への不理解Ii他業種や養成校出身者以外の職員には、実習(段階)ごとの到達目標がわかり
にくいJ(3) 

介護福祉実習における実習指導者と養成校教員の述携のとらえ方(伊藤) -83-



表5 連携が図れていると教員が感じている要素

a)実習開始までの情報共有
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一
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サ
一
教

コード/インタビューの引用

「卒業生が実習指導者になると、学校でどのような教育を行っているのかがわか

る。自分の経験も踏まえて指導してくれると学校としては安心できるJ(6) r学
校も施設に対しでもっと教育内容を明らかにしなければならないし、施設も実

習内容について学校に明らかにしていかなければならない。実習の組み立てに

ついて、もっとすりを合わせしなければならない。そこが連携J(6) r施設に対
して学生の学びたいことをきちんと伝えて組み立ててもらえることをやってい

て、それを施設も受け入れてくれているJ(7) r施設が養成校に歩み寄りをして
くれ、学校のやり方とか方針について目を向けてくれている(略)施設も養成

校とできるだけ連携をとっていこうという感じが出てきたJ(8) 

「学生の実習先を事前に振り分けをした時、問題であろうというような学生につ

いては、事前に施設に個人票をもっていった段階で綿密に打ち合わせを行って

いるJ(5) r施設の方とは学生に対してどのように関わったらいいのかといった
調整を行うJ(6) r学生の事前情報を提供するニとにより、実習中に配慮してい
ただけ、その学生にとって良い実習になったという例があるJ(12) 

教員の訪問による打Ifオリエンテーションの前に教員が打ち合わせに行くJ(3) f個人禁は教員が持
ち合わせ |って行くようにしているJ(5) r指導者と教員との関係作りという意味でも教員

に事前訪問は大きな意味があると思うJ(12) r教員が実習開始1:ヵ月前に施設を
訪問し、実習指導者との実習打ち合わせ会を行う。教員から伝える主な事柄は、

実習の到達目標、学校での授業の進捗状況、学生の状況等であるJ(13) 

学生の個人情報

b)学生の実習課題遼成に向けての協働

サプカテゴリー | コード/インタビューの引用

指導環境への信頼 Ir連携の取れている施設には大変な学生を送ることがある。その場合、どちらも
連絡を綿密にとれるようにしているJ(3) r実習施設を選ぶ時も、気になる学生
については、手厚い指導をしてくださる施設にお願いをする。手のかかる学生

については、コミュニケーションの出来ている施設にお願いをするJ(8) 

学生の目標や能力にIr引っ込み思案て演習が継続できなかった学生に(略)ボランティアと して施設
応じた指導 |が受け入れてくれたJ(3) rコミュユケーションや書く力がない学生に対して、

補習実習をした。学校に戻り日誌を書く。施設も学生に対し、せめて入浴介護

で自信が持てるようにしましようということで、毎日入浴に入れてもらい、双

方のフォローで学生が自信を持て成長したJ(11) 

実習における学生のIr教員と施設の職員が課題を共有しながら学生の指導に当たる。指導の内容につ
課題の理解 |いても配慮をお願いする。施設の方と学生の実習について、話をして調整が出

来ているというところで考えると述携が出来ていると考えてよいJ(6) r (お願
いした指導を)段階を経て学びとれているのだろうかということを指導者の方

と細かくやりとりすることがいい関係につながっているし、いい指導につなが

っているJ(7) 

学生の課題達成のたIr学校の教員と施設の指導者の役割を明確に していく必要性J(2) r施設と養成
めの協働 |校はもっと協力していかないといけない。自分たちもお願いばかりではなく、

施設の想いとかを聞くなかでそれを学生の指導に生かしていくJ(7) 
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c)実習施設との関係の形成

二
定

リ
一
回

ゴ
一
の
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一
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カ
一
施

プ
一
回

サ
一
巡

委託関係が長い

指導者との関係性

コード/インタビューの引用

f実習施設を担当する指導教員はだいたい決まっていて、変更になったら事前に
あいさつに行く(略)同じ教員が回る方が関係性が出来ていてよい。錨設慨も

変らないでくれというJ(9) r連携が図れていると感じるのはずっと自分が担当
しているところ。何かあったら話してくれるだろうという気持ちゃ、 学校行事

の時には必ず来てくれるJ(叩)
「付き合いが長いので施設も学校や実習のことについて十分理解してくれてい

る。わざわざ話をする場商を作る必要もないJ(9) r施設とのつながりが長い
(略)結締気心が知れていて言いやすいJ(15) 

f細かなところまでメールで連絡をもらえたりするので状況がわかりやすい。た
だ、教員と聡長の偶人的なつながりの大きさが影響している部分も大きいので、

それで施設問に絡差が出るようではいけないと思うJ(2) r笑習施設に卒業生が
多いので、卒業生に直子妥話を聞く ζとができ、忌僚のない意見をもらうことが

出来るJ(5) r同じところにずっと行っていれば顔なじみにもなり、お互いが言
いやすくもなる。指導者とこちらの関係作りがうまくいっているところでは、

連機が図りヤすい。そうでないところはなかなか…J(12) 

表6 連携が図れていないと教員が感じている要素

d)介緩実習に対する理解不足

-H動眠--1"
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実習の目的の共有

コード/インタビューの引用

「カ;位以上に災留に対するとらえ方の速いが大きいJ(2) r実習生をどう受け止
めてくれているのかに差が出ているのではないか。学生を邪魔としか見てくれ

ていない職員は学生をあまり見てくれていないのではないかJ(3) r指域内容に
ついては指導者によりずいぶん差がある。学生の資質にもよるが、指話事者に指

導するという意織のあるところとそうでないところがあるJ(9) 
「施設が、介護恨祉土養成教育の制度について理解していないJ(10) 
「実習に送1)出すl時に大学側の準備が大切であるとともに、それに沿っても らい

たいし、ぞれが出米ないものには言ってもらいたい。ぞうやって修正してもら

いながら行うことが迎挑ではないかJ(4) r教育内容をしっかりわかって指導を
してくれている施設と、そうでない施設が2分化しているJ(5) r学校の教育内
務を鹿梅干したうえで、施設での実習にうまくリ ンク して行われることを述機と

いうならばそこは出来ていないJ(6) r介護過程の指織については施設附絡差が
ある (略)妓近養成校を出た人の方がよくわかっている。卒業生が指導者にな

っているところは、すーっといくJ(9) 
「巡絡はとれているが逮携は図れていない。それは、目的が共有できていないか

らJ(4) r学生を細かく見て、教育的配慮をこちらの思っているように見てくれ
る総設と介護目指して頑張っているとニろだけを見る施綾と2極化しているJ(5) 

介護干福祉実習lに必ける実包指導者と養成校教員の逮機のとらえ方 (伊蔭) -85-



e)実習担当者との情報交換不足
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コード/インタピューの引用

「学生の気になる情報については、施設に先入観を与えるのでだすようにしてい

ないが、身体的配慮カ(~.要な学生については伝えるようにしている J (8) r個人
票をもとに、相手にマイナスの先入観を与えないように配慮しながら、情報を

提供するJ(9) r特記事項のある学生に関しては、事前に伝えることもあるが、
言わない方がいい場合もあるので、コミュニケーション能力が極度に惑い子に

|測しては伝えるが、そうでない場合はあまり言わないJ(11) 
タイムリーな情報がIr何かあれば述絡をくださる施絞と、カンファレンスに行って初めて問題点を指
欲しい |摘される施設があるJ(2) r急に実習中止を言い渡されたケースもあり、事前に

情報が欲しかったなと思うこともあるJ(12) r実習が終わってから、成総Iが付
けられないようなことを言われたり、ここが出来ていないと言われることもあ

る。J(15) 
実習指導者と顔を合Ir情報交換を行いやすいと早めに修正もできるので、できるだけ顔を合わせるこ
わすことが出来ない|とが大切だと思うが、現場の方が担当してくださっているとなかなかお会いで

きないこともあり、錐しいなと思うことがあるJ(2) r担当者とのシフ トが合わ
ない。巡回に行ってもいつもいないということが多い(略)その場合には具体

的な話を聞くことが出来ないJ(3) r最近どの施設も忙しいようで、なかなかお
話しする時間がとれない線子。カンファレンスの1時間も短絡して欲しいと要望

されることもあり、もっとじっくり逮携を図らなければならないと感じているJ
(13) rあえて巡回を避けているのではと思うこともある。カンファレンスでも、
ちゃんと実習を見てくれていないなと感じることもあるJ(15) 

f)実習施政の指導内容

一
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.，，
，
圃
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・
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カ
一
の

プ
一
相
場

サ
一
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実背l指耳事者の力量

学生の個別j指噂

コード/インタ ビューの引用

「指導者が実習に対して積極的でいい笑習指導をしていても、現場にまでそれが

没透していないこと もあるJ(2) 
「非常によく 出来ている指導者のおられるところとそうでないところでは、学生

の指導に大きな差が出てくる。非常によ く出来た指樽者のところに行け(1、学
生は非常に勉強になる。そうでないところに行けば好きなようにやってといっ

た形になるJ(5) r学生にきつく当たる指導者がいて話をすると、 忙しい中でな
ぜ自分が実習担当なのかという総設に対する不満をもっていたJ(10) r実習指
導者にちゃんとして欲しい。災習生を頭数にしないでほしい。これが出来てい

るところは、学生指導もちゃんとしているJ(11) 
「学生側人を見てもらってt路線して欲しいと思う(略)みんな一緒でくくられて
いるJ(3) r述携が図れていないと思う施設は学生に対しでも形式的に関わる。
遠慮もあるJ(10) i学生の特徴をわかって指噂して下さるところとそうでない
ところ。学生をつぶさないような指導を してく れるところと見緩めることも大

切J(12) 

g )養成校教員聞の連携不足

カテゴリー | コード/インタビューの引用

教員聞での情報共有Ir学校側の指導体制についても、(施設指導者の窓見を)聴く必妥がある。たと
えば、先生によって指滞方法がireうとかいう謡も出ているJ(4) r専任教員と非
常勤教員があいまって、一緒に実習指得しているということで教貝の中にも温

度差があるJ(14) 
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1 実習指導者からみた連携

実習指導者が、連携が図れていると感じている要素として、 (a)実習開始までの情報の共有

(b)実習中の情報の共有 (c)養成校との関係の形成 (d)実習教育に対する意識があげられた。

また、連携が図れていないと感じている要素として (e)養成校による違い (f)教員に対する

不信感 (g)職場内の環境があげられた。

以下、実習指導者を 1、教員を 2とし、それぞれに対して連携が図れていると考える要素と

図れていないと考える要素を抽出し、カテゴリーを( )で、サプ・カテゴリーを[ ] 

で示し考察を行った。

(発言の r J後の(指1)は、実習指導者lの発言を表し、(養1)は、養成校教貝 lを表している)

( 1 )連携が図れていると考える要素

① 事前情報の共有

学生の事前情報の提供が行われているかが、連携が図れているかどうかの一つの基準とされ

ていた。縁日 (2∞9)の調査結果でも、実習指導者が、教育的に積極的であると思う養成校と
消極的であると思う養成校とでは、『授業の進行状況Jr実習目標についてJr実習内容について
の希望」などの実習前の情報提供等に有意差が示されている九

( 1 -a 実習開始までの情報の共有〉としては、{学生の個人情報1[学生のパーソナリティ
や課題1[養成校の思い】があげられた。学生の偶人情報の必要性については、山下らの調査で
も「実習プログラムの作成や実習指導を行うために、学生の個人情報を必要としているり と示

されている。また、学生のパーソナリテイについては(l-b 教員に対する不信感〉の、[(教

員が)学生を把握できていない]というカテゴリーにもつながる。「最近の学生は心に問題を抱

えた人が多いように思います。学校側がそのことを把握しているのかどうかJ(指4)といっ
た、学生のパーソナリテイへの対応について、事前に情報の提供がない=教員が学生を理解で

きていないという不信感につながっている。

学生の個人情報の提供については、教員も、連携が図れていないと感じている要素として く2

-e 実習担当者との情報交換不足〉を示している。学生の個人情報については、【先入観への

懸念]から、どこまでの情報を提供するかということについて迷いがあることが示唆された。

② 実習中の情報交換

実習指導者が連携を図れていると感じている要素として、インタビューの諮りで多かったの

は、(l-b 実習中の情報の共有〉と(l-c 養成校との関係性〉であった。

(l-b 実習中の情報の共有〉は、[問題があればメールや電話で情報交換]している、[巡

回時の情報交換]などが示された。しかし、「実習中は何か問題があれば電話で連絡したりして

いますJ(指 1)というように、「問題があれば」の連絡であったc また、「情報交換が必要な学
生が増えてきたような気がするJ(指10)という発言からも、実習指導者は、巡回やカンフアレ
ンスなどの予定以外に連絡することを連携の一つの尺度にしていること、その迫絡の対象は実

習を行うにあたって問題があると、実習指導者が認識した場合ということが示された。学生が

介護偏祉実習における実習指導者と養成校教員の連携のとらえカ (伊藤) -87一



実習過程において顕きを見せた時には、巡回教員の役割が重要であることはこれまでにも示さ

れているへしかし、実習における連携は問題なく実習を終えることだけが目的ではない。学生

の実習目標の達成のための連携であるならば、問題があった学生だけでなく、すべての学生に

対して実習過程において学生の学びを共有する必要がある。

また、(1-c 養成校との関係性〉では、多くが[教員との関係性】をあげている。〈担当の

先生とは仲良くしているJ(指6)、「先生から連絡をくれているし、面識もあるから取れてい
るJ(指2)といった、個人の関係が軸とされていた。また、その関係性を築くために、実習打

ち合わせ会に参加をしていることも示された。

( 2)連携が図れていないと感じている要素

① 養成校による違い

具体的には、[教育方法】[評価基準が不明確1[学生のレベル]が抽出された。介護福祉士の
養成過程は、 4年制の大学から l年制の専攻科まで多岐にわたっており、その実習の時期も実

習における到達目標も異なる。いくつかの実習を受け入れている実習施設にとっては、その実

習段階ごとの、また養成校ごとに作成される書類や指導方針に対応しなければならない。「記録

についてはどこまで指導をしてよいのか戸惑うこともある(略)学校によっても違いがあるの

でJ(指1)というように、指導に際して戸惑いを感じている。また、「評価や再実習の基準も
示してほしい、施設にお任せしますでは困るJ(指11)といった[評価基準が不明確】という点
においても、実習指導者と養成校聞の共通認識が出来ていないということが、連携を図れてい

ないと考える要素となっている。

② 教員に対する不信感

先にも述べたが、(l-a 実習開始までの情報の共有〉と関連して[学生を把握できていな

い1[施設への不理解1[巡回に対する姿勢J[教員聞の連携不足]があげられた。「学生のこと
を学校が把握しているのかは疑問であるJ(指4・10)というように、実習における学生のパー

ソナリテイに関する情報提供とのずれ、または情報提供の少なさが要因となっている。

実習巡回のみを担当する教員の配置や複数の教員による巡回では、[教員聞の連携不足}が指

摘されている。「巡回に来られる先生が毎回違った。こちらも初対面の先生にどの程度までお話

ししていいのか迷うJ(指8) といった戸惑いや、「最初に連絡された先生と巡回の時に先生と
が違う時に(話が)伝わっていない時があるJ(指9)といった不信感が生じている。連携が図
れている要素として【教員との関係性】が、あげられていることからも、関係性が構築されて

いない教員との連携が図りにくいと感じていることが示唆された。また、養成校教員からも、

< 2-g 養成校教員聞の連携不足〉が、施設との連携不足の要素としてあげられた。

2 養成校からみた連携

養成校においては、連携が図れていると感じている要素として、 (a)実習開始までの情報の

共有 (b)学生の実習課題達成に向けての協働 (c)実習施設との関係の形成があげられた。ま

た、連携が図れていないと感じている要素として (d)介護実習に対する不理解 (e)実習担当
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者との情報交換不足 (f)実習施設の指導内容 (g)養成校教員間の連携不足があげられた。(以

下、記述の仕方については実習指導者と同様とする)

( 1 )迷携が図れていると感じている要素

① 事前情報の共有

実習指導者同様に、連携が図れていると感じている要素として (2-a 実習開始までの情報

の共有〉があげられた。事前情報に関して、実習指導者が【学生の個人情報}や【学生のパー

ソナリテイや課題]をあげているのに対し、教員は[実習における学生の課題)(教育方針の理

解}等が抽出された。

「卒業生が実習指導者になると、学校でどのような教育を行っているのかがわかるJ(養6)
とあるように、卒業生が実習指導者であることで情報の共有が行いやすいということがあげら

れた。つまりは、教育内容やその方針を理解して指導をしてもらえることを連携としているこ

とが窺える。また、【学生の個人情報]についても、「問題であろうというような学生について

は、事前に施設に個人票をもっていった段階で綿密に打ち合わせを行っているJ(養5)、「教員
が実習開始1ヵ月前に施設を訪問し、指導者との実習打ち合わせ会を行うJ(養10)など、情報
の共有の手段として{教員の訪問による打ち合わせ}を行っている養成校もあった。

② 学生の実習課題達成にむけての協働

実習においては、教育的な面での差が大きいと認識されていることから、「連携の取れている

施設には大変な学生を送ることがある。その場合、どちらも連絡を綿密にとれるようにしてい

るJ(養3)、「実習施設を選ぶ時も、手のかかる学生については、コミュニケーションの出来て
いる施設にお願いするJ(養8) というように、学生の実習施設の選択にあたっては、【指導環
境への信頼】が大きく影響していた。同様に施設側も、連携が図れていると感じている要素に

{困難学生の受け入れ】をあげていた。

また、実習においては学生の実習目標の達成とそのプロセスが重要である。そのため、「教員

と施設の職員が課題を共有しながら学生の指導に当たる。指導の内容についても配慮、をお願い

するJ(養6)、「段階を経て学びとれているのだろうかということを指導者のかたと細かくやり
取りするJ(養7)といった、【実習における学生の課題の理解]や、[学生の目標や能力に応じ
た指導}がなされていることに対して[学生の課題達成のための協働}が出来ていると認識さ

れていた。

{学生の課題達成のための協働}においては、「学校の教員と施設の指導者の役割を明確にし

ていく必要性J(養2)や実習施設も「現場と施設が一緒に学生を育てているという姿勢でお願
いしたいJ(指4)と、それぞれの役割を明確にし、ともに協働出来ることを連携としていた。

③ 実習施設との関係の形成

実習指導者が[教員との関係性]をあげていたのと同様に、教員も (2-C実習施設との関係

性の形成〉として、【指導者との関係性]をあげていた。関係性の形成においては、【委託期間

が長い}ことにより、「付き合いが長いので施設も学校や実習のことについて十分理解してくれ

ているJ(養9) といった、【教育方針の理解]が図れていることがわかる。また、養成校は、
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関係性を形成するために【巡回施設の固定】を行っていた。

しかし、「同じところにずっと行っていれば顔なじみにもなりお互いが言いやすくなる。指導

者とこちらの関係作りがうまくいっているところでは、連携が図りやすい。そうでないところ

はなかなか…J(養12)といった関係性による影響に対して、「教員と職員の個人的なつながり

の大きさが影響している部分も大きいので、それで施設問に格差が出るようなことではいけな

いと思うJ(養2)という指摘もみられた。

( 2 )述燐が図れていないと感じている要素

① 介護実習に対する不理解

「教育内容をしっかりわかって指導をしてくれている施設とそうでない施設が二分化してい

るJ(養5)というように、【養成教育に対する不理解](教育内容の不理解]といった、(2-d 
介護実習に対する不理解〉が抽出された。介護実習に対する不理解は、「実習生に対して、担当

にあたっていなくても否定的な職員もいるJ(指1)といった(l-g 職場内の環境〉として、
実習指導者が、連携が図れていないと考える要素にもあげられている。教員からも問機に、「力

量以上に実習に対するとらえ方の方が大きいJ(養2)、「実習生をどう受け止めてくれているの

かに差が出ているのではないかJ(養3)と、{実習に対する意識1が影響していることが示さ
れた。

また、実習指導者が、連携が図れているという認識に[問題があればメールや電話で情報交

換!といった連絡が出来ていることをあげているのに対し、教員は「連絡はとれているが連携

は図れていなしE。それは、目的が共有できていないからJ(養4)と単に連絡を取り合うことが
連携ではなく、そこに目的の共有が必要であることを指摘している。

② 実習担当者との情報交換不足

先にも述べたが、実習担当者との情報交換が不足する要因として、【先入観への懸念】があり

学生の個人情報の提供について、教員は、慎重になっていることが窺えた。また、実習中の実

習指導者との情報交換は、「情報交換が行いやすいと早めに修正もできるので、出来るだけ担当

者と顔を合わせることが大切だと思うが、現場の方が担当してくださっているとなかなかお会

いできないこともあり、難しいなと思うことがあるJ(養2)といった、{実習担当者と顔を合
わすことが出来ない1といったことがあげられている。早めに修正という点では、 f急に実習中
止を言い渡されたケースがあり、事前に情報が欲しかったなと思うことがあるJ(養12)といっ
た、【タイムリーな情報が欲しい}ということにも関連している。

また、{実習担当者の力量}は、効果的な実習や連携に大きな影響を与えている。[学生の個

別指導】といった、個々の能力に合わせた指導を養成校は連携の尺度としていたo つまり、【学

生の能力や目標に応じた指導]を求めているのである。しかし、「実習指導者が実習に対して積

続的でいい実習指導をしていても、現場にまで浸透していないこともあるjといった (2-f 実

習施設の指導内容〉が実習に影響していることも示された。
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N.考察

以上、これまで実習指導者と教員、それぞれの連携が図れていると考える要素と連携が図れ

ていないと考える要素について、整理してきた。結果については、実習指導者・教員、それぞ

れの立場やそれぞれの関係性によって、回答に特色は見られるものの、全体を概観し実習指導

者と教員の連携の捉え方について考察を行う。

1 実習における到達目標の相違

実習指導者にとっては、「問題なく実習を終えることJが一つの到達目標であることがインタ
ビューの分析から窺えた。つまり、「何か問題があれば連絡をする」ということを、実習指導者

は連携が図れているとしているのである。一方、教員は学生の実習課題の達成を到達目標にし

ている。そのため、連携が図れていると考える要素としては、単に「問題なく実習を終えるこ

とJではなく、学生が立てた課題を達成するための協働が図れることにある。それは、教員が、
連携が図れていると考える要素として、教育方針への理解や実習における学生の課題の理解、

学生の目標や能力に応じた指導など、実習施設の指導内容に対するものが多く示されているこ

とからも明らかである。

辻・小林 (2008)は、介護実習施設における実習生の受け入れ体制の現状と課題を分析し、

実習指導者の視点から「明確な目標に向かい指導を行うことが、施設に求められている役割で

あることを再認識しなければならない」と述べているヘ実習は学生が学内での学びをさらに発

展させ、専門職者としての価値を築いていくための場であり、そのための目標を学生自身、実

習施設、養成校が共有しなければならない。実習施設が教育的機能を担っていることを再認識

し、単なる「連絡」の域を超えて、協働のための情報の共有を図ることが求められるのである。

2 事前情報の共有

事前情報の共有については、「介護福祉士養成教育への理解Jと「各養成校の教育目標」、「学
生の個人情報Jなどがあげられていた。「学生の個人情報」では、実習指導者は指導上の配慮と
して、学生のパーソナリティについての情報提供を希望しているが、教員は、「個人情報の保

護」や「先入観への懸念Jから、情報提供について慎重になっており、両者にずれが生じてい
ることカt明らかになった。

実習指導者・教員ともに、連携が図れていると認識している要因として、両者の関係性をあ

げている。委託期間が長くなることや、教員の実習巡回施設を固定し関係性を深めることで、

お互いの考え方や目標など意志疎通を図る機会が多く持てることから、実習に関する相互の考

え方を理解することにつながることが推察できる。

しかし、連携を図れていると考えている実習指導者とはコミュニケーションも図りやすく、

学生の課題達成に向けての協働が行われているが、関係性がうまく構築されていないところと

は連携が図りにくいというのであれば、ますます連携が図れている施設と図れていない施設の
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二極化が進むことが考えられる。

それを解消するためには、養成校側から、実習施設に対しての積極的な働き掛けが必要であ

ると考える。実習に対しての情報共有の場として、養成施設は実習打ち合わせ会等を開催して

いるが、実習打ち合わせ会に参加している施設も限られている。また、連携が図れていない施

設ほど参加が出来ていないとも考えられるにたとえば、打ち合わせ会等に参加できない施設に

対しては、教員が事前に施設を訪問し打ち合わせを行うといった、養成校側からのアプローチ

が必要であろう。

また、教員側の施設への不理解も指摘されている。波多野 (2008)は、「この施設の実習の現

場の状況やその指導方針なと・をわかってくれているから、安心して学生を受け入れられる18Jと、
養成校が実習施設に信頼してもらうことも大切であり、そのための連携を図る努力を行っては

ならないと述べている。養成校側にも養成教育を理解してもらうだけでなく、実習施設を理解

することが求められるのである。

v.おわりに

今回の調査結果から、実習指導者と教員のそれぞれが、連携が図れていると感じている要素

と図れていないと感じている要素が示された。また、その結果から、実習指導者と教員の連携

の捉え方の相違点が明らかになった。

第Iに実習指導者は、『問題があれば連絡出来る関係」を、連携が図れていると捉えており、

教員は目標達成のための情報の共有を求めており、『連絡と連携は違うjと認識している点であ

る。第2に、実習指導者は、学生の指導においてパーソナリティを含む学生の個人情報を事前

に知っておきたいと考えているのに対し、教員は実習指導における先入観を懸念して、学生の

パーソナリテイに関する情報の提供に慎重になっているという点である。

今後、これらの相違点の解決に向けては、実習プログラムが効果的に作成されることが期待

される。学生の実習目標の達成に向けて作成されたプログラムをもとに、学生・実習指導者・

教員が、その到達度についての情報を共有することが望まれる。学生自身が、日々の目標が達

成できたかを振り返り、時には目標を修正しながらも、実習課題の達成に向けて、実習を進め

ていくための指標が実習プログラムである。

実習施設において、効果的なプログラムを作成するためには、事前オリエンテーションにお

ける学生の実習目標やこれまでの学びの確認が重要であることは言うまでもない。更に、効果

的なプログラムの作成に向けて、養成校が実習施設を理解すること、養成校が期待する到達目

標や教育方針、学生のパーソナリティなどの情報を実習施設と共有することが求められる。そ

のためには、実習前に教員が実習施設を訪問し打ち合わせを行うなどの個別の打ち合わせを行

うことも必要であろう。

介護実習においては、カリキュラムの改正に伴い教員の巡回指導がl週間に l固に緩和され、

実習施設との連携は、より密に求められている。

今後は、実習プログラムを効果的に作成するための具体策について引き続き研究を重ねてい

きたい。
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